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第２次大戦後の世界情勢の変化と日本における
社会経済史学の変遷

川 本 和 良

〔本稿は，最初

特別号』とし

３号を数えて

学』に２分割

目次

まえおき

第２次大

明治維新

『別冊 立命館経済学』特別号

て，「学生の勉学に役立ち，さら

いる。しかし，本稿が余りにも大

して，連載されることになった。

戦後の世界情勢の変化と日本にお

から第２次大戦終了までの日本に

に掲載するために執筆したもの

に親しめるものになること」を

部となったため，編集委員会の

編集委員会の配慮に対し，厚く

ける社会経済史学の変遷――以

おける経済発展の概略――以下

である。別冊は『学生教材

目的として発行され，既に

配慮により，『立命館経済

謝意を表したいと思う〕

上，本号

，次号

明治維新

むすび

以下は，第２

から第２次大戦終了までの日本に

ま

次大戦後の世界情勢の変化の

おける民主主義の発展の概略

え お き

なかで，日本の社会経済史学がどのような変遷を辿

り，今日に至っ

よそいかなる学

社会で生きる以

生にとり，いか

学問はさまざま

代世界の推移と

必要がある。し

ているのか，についての私の

問分野の勉強をするにしても

上，自分の勉学が世界情勢の

なる意味をもつのか，を絶え

な関心からなし得るし，また

関係しない分野に置かれたば

かし，そのさいでも，現代世

個人的メモである。私的メモ

，情報化，国際化，グローバ

推移のなかで，世界にとり，

ず考える必要があると考える

，それを許容する必要がある

あいには，これとは別個の意

界のなかで生きてゆかなけれ

を諸君に示すのは，お

ル化の進展する今日の

日本にとり，自分の人

からである。もとより，

ので，諸君の関心が現

義を自覚して勉強する

ばならない以上，現代

世界の推移と，

以下は個人メ

諸君の異議，反

関心に基づいて

それに伴う学問の変遷には十

モなので，多くの事実の誤認

論が存在する，と思われる。

，個人メモを作成する素材と

分注意する必要があろう。

や脱落，情勢変化についての

忌憚のない意見を期待すると

なれば幸甚である。

評価やコメント等への

同時に，諸君が自分の

（ ）



第２次大戦後の世界情勢の変化

第２次大戦後の世界情勢

と日本における社会経済史学の変遷

の変化と日本における社会

（川本）

経済史学の変遷

年

〔 〕世界

弱体化

年ビルマ，セ

〔以上。アジ

東へ 年

から 年代まで

第２次大戦後の変化。 植民

年ベトナム，インドネシア，

イロン〔現在のスリランカ

ア植民地は 年までに殆ん

エジプト， 年イラク共

地体制の崩壊＝史上最大の

年フィリピン， 年

〕，南北朝鮮， 年カンボジ

ど消滅， 年香港， 年

和国革命⇒ 年「アフリカ

被害による帝国主義列強の

インド，パキスタン，

ア，中華人民共和国成立

マカオ返還を除く〕⇒中

の年」＝ か国の独立〔南

北問題へ〕

へ〔ソ連の直

相違〕。 ア

世界の ，

世界経済体

雇用維持と所

ンス＝ ド

ギリスは１ポ

以上，植民地体制の終了。

接，間接の強権発動による東

メリカの絶対的優位の確立〔

総輸出で ，金保有で７割

制の中心。１．国際通貨基金

得増大のため，外貨事情を良

ルの固定価格，各国は原則と

ンド＝２ドル セント，した

社会主義の躍進＝ソ連一国か

欧と，民族解放運動の主導

パックス・アメリカーナ〕。

，海外投資で を占め，経済

（

好にし，国際貿易を拡大す

してドルに対して固定相場〔

がって１ポンド＝ 円〕

ら東欧，アジア，中南米

権把握によるアジア，との

工業生産で 年に

力，軍事力での優位。

）＝基本目的は各国の

ること。アメリカの金１オ

日本は１ドル＝ 円，イ

，基金は経済規模に応じて

加盟国より

年代を反省し

廃止，但し例

復興援助，非

年冷戦体

トルーマン・

マーシャル

拠出。２．関税貿易一般協定

，世界市場の統一性の維持を

外措置あり。 アメリカ優位

軍事化と集中排除と経済民主

制へ移行〔 年３月，社会

ドクトリンで本格化⇒西側敗

・プラン 億ドル，

（

目的，締結国間交渉による

での戦後復興。戦債，賠償

化，工業力破壊＝第１次大

主義国のギリシァ，トルコ

戦国への工業国としての復

年朝鮮戦争と特需（

）＝

関税率引き下げ，数量制限

の抑制と敗戦国の民主化と

戦後の教訓⇒しかし，

への進出を封じ込めるため，

興援助に転換＝ 年４月，

）によ

る日本の工業

年頃よ

る自動車，電

技術による

パは大衆富裕

ーデンでは労

パックス・

支援〕。

りの安定成長時代への移行と

機等耐久消費財の大量生産・

「高度大衆消費社会」への移行

化現象。イギリス，西ドイツ

働者の経営参加〕。以上，モ

アメリカーナの衰退 朝鮮戦

パックス・アメリカーナの

消費体制の発展⇒航空機，

年代までのヨーロッ

等は社会保険中心に福祉国

ノの生産が中心の時代。

争を契機に海外軍事支出が

衰退。アメリカを先頭とす

石油化学，電子産業等の新

パと日本の躍進〔ヨーロッ

家形成へ。西ドイツ，スエ

増大，および国際収支の赤

字国へ〔

大し，貿易

⇒ドル防衛策

し，限度があ

開による民

布とドルの

年 億ドルの政府対外

収支が黒字に転化⇒アメリカ

〔イギリスと連 して金放出

り， 年以降悪化へ，およ

間の資本輸出激増⇒ 年ベ

海外支出，および南北問題浮

支出⇒ヨーロッパ復興へ⇒ヨ

に対する金交換要求⇒金流出

で価格を鎮静化し，海外軍

びアメリカの経済成長の純

トナム戦争本格化〔 年４

上〔 年南主導の国際貿

ーロッパ工業の輸出が増

〕⇒ 年代ドル危機へ

事支出削減努力等〕⇒しか

化と高賃金，多国籍企業展

月に終結〕⇒財政資金散

易会議 （

（ ）



展開へ⇒

設立宣言

立命館経済

）

年代の石油戦略による先進

」による国連の南北格差解

学（第 巻・第２号）

開催⇒北の譲歩と妥協獲得⇒

国のオイルショックへ⇒

消策〕⇒ 年８月 日＝ニ

資源ナショナリズムの

年「新国際経済秩序

クソン声明金交換制放

棄宣言⇒ 年

意により多角的

リカの国際収支

から米欧日の三

び 年から

〔 〕日本

心とする全機構

月 日ワシントンのスミ

通貨調整〔金１オンス＝ ド

赤字は改善されず，国際通貨

極構造への移行と先進国にお

年のソ連崩壊までは東西問

年敗戦⇒アメリカ占領下で

的改革。経済面では 農地改

ソニアン博物館で か国蔵相

ル，アメリカの輸入課徴金撤

体制は変動相場制へ移行＝パ

けるモノ中心からカネ中心の

題と南北問題の枠組みのなか

の戦後改革〔 年 月３日

革＝全改革の基礎， 財閥解

会議⇒スミソニアン合

廃等〕⇒しかし，アメ

ックス・アメリカーナ

経済への移行開始およ

で世界情勢が推移。

の日本国憲法制定を核

体， 労働運動の解放。

改革理念は「平

および１ドル＝

存続〕＝再版原

業とへの，すな

起点となった明

次合理化計画

方式〕⇒

工鉱業生産が戦

和と民主主義」〕⇒ 年ド

円の単一為替レートの設

蓄〔戦後における資本関係創

わち資本と賃労働とへの両極

治 年日本銀行設立による

〔 年初めより石炭，鉄鋼へ

年朝鮮戦争と特需⇒

前水準に復帰し，今日では

ッジライン＝超均衡予算編成

定〔 年４月 日より

出の過程＝デフレ不況による

分解。再版というのは戦前に

松方デフレの戦後版の意味〕

の資材，資金，労働力の傾斜

年 月神武景気⇒ 年「経

「もはや『戦後』ではない」＝

によるインフレ克服策，

年８月 日まで 年間

存続発展企業と倒産企

おける資本関係創出の

⇒ 年鉄鋼第１

的配分強化＝傾斜生産

済白書」で， 年に

年高度成長期，

また 年 月

気⇒ 年岩戸

から石油へ＝原

国より石油を大

％への躍進

また， 年７

季節への移行＝

の保守合同より， 年細

景気⇒ 年日米安保調印

油価格１バーレル１ドル前後

量輸入⇒石油開発ブーム⇒

〕＝石油エネルギー基礎の重

月池田内閣の所得倍増，経済

経済大国への道⇒生活向上と

川内閣まで自由民主党の一党

， 年１ ５月三池斗争＝

の安価と大型タンカーの建造

中東産油が 年の全世界産

厚長大の重化学工業の発展と

成長政策発表〔下村理論〕＝

大量消費社会の形成〔三種の

独裁⇒ 年なべ底景

エネルギー革命〔石炭

で，先進国が中東産油

油の ％から 年の

臨海工業地帯の形成。

政治の季節から経済の

神器＝ 年の東京オ

リンピック開催

カーへ〕。以上

運輸業の発展の

ービス等の第３

と過疎の発生

「法人資本主義

大学 年

による白黒テレビの普及と洗

より， モノの生産重視から

ための社会的インフラ整備

次産業と建設業への経済の中

と東京への一極集中へ。

」＝６大企業集団〔三井，三菱

月 「日本教育制度に

機，冷蔵庫から， ＝カ

出発し，商品種類の増大と市

の進展⇒ 年代に商業，保

心の移行。 農村から都市へ

年代後半より自然破壊と

，住友，富士，三和，第１勧

関する管理政策」を指令⇒

ラーテレビ，クーラー，

場の拡大による商業，

険，運輸，不動産，サ

の人口移動による過密

公害問題が顕在化。

銀〕の支配へ等々。

年３月教育基本法，

学校教育法公布

の授業開始⇒

制大学発足〔

年６月東大

年５月中教審

〔 〕社会経済

，施行⇒ 年４月６日，

年 月帝国大学を国立総

校〕⇒ 年６月国立新制

安田講堂占拠事件＝学園紛

「高等教育の改革に関する基本

史研究＝マルクス経済学と唯

６・３制実施，新制中学校発

合大学と改称⇒ 年４月新

大学発足〔 校〕⇒ 年

争開始⇒ 年１月私学への

構想」中間報告。

物史観の全盛時代。同時に，

足⇒ 年９月社会科

制高校発足，公私立新

月私立学校法公布⇒

人件費助成開始⇒

マルクス経済学とウェ

（ ）



ーバー社会学

究の多様化

〔 号〕⇒

第２次大戦後の世界情勢の変化

の相互補完関係を分析視角と

の起点〕 年 月歴史学

年土地制度史学会発足〔

と日本における社会経済史学の変遷

する比較経済史学をめぐる

研究会活動再開⇒ 年６月

現在，政治経済学・経済史学

（川本）

諸見解の対立〔＝後年の研

日「歴史学研究」復刊

会，と改称〕＝課題は戦後

全改革の基礎

の農民解放

けの問題＝明

とした労農派

済白書「もは

建制から資本

主義の発展が

である農地改革の歴史的意義

過程との比較〕，前提に，戦前

治維新を天皇制絶対主義形成

の系統に立つ宇野シューレと

や『戦後』ではない」と吉岡

主義への移行の問題のなかに

開始された時点において，土

の明確化〔イギリス，フラ

の日本資本主義論争における

の起点と位置づける講座派

の対立⇒その後，研究の重

昭彦提言〔農地改革の比較

位置し， 年に工鉱業生

地制度研究に研究者が多く

ンス，ドイツ，アメリカ等

明治維新の歴史的位置づ

と，これをブルジョア革命

点移行と拡散へ 年経

史的位置づけの問題は，封

産が戦前水準に達し，資本

偏りすぎており，研究を資

本主義の発展

年

〔 〕世界

行〔１ドル

還と佐藤内閣

経済摩擦問題

へ分散するこ

の起点である産業革命に移行

代＝２度のオイルショック

と日本 年８月 日＝ニ

円から 年 月 日のス

退陣⇒ 年７月田中内閣

の解決。 については，港湾

とで対処， に対しては，公

させる必要〕により産業革

〔 年と 年〕と低成長

クソン声明⇒ 年８月 日

ミソニアン合意を経て 円

と『列島改造論』〔 公害・環

，道路，工業団地等への公

共投資による，インフラ整

命史研究へ重点移行。

時代

，日本も変動相場制へ移

へ〕⇒ 年５月沖縄返

境問題， 福祉問題，

共投資により，工業を地方

備に伴う工場の地方分散に

より，都市と

は，大規模公

増大とマネー

に地価暴騰と

ラエルと戦

スティナ全面

月１日の１

農村，日本海側と太平洋側，

共投資により生じる，民間設

サプライ年率 ％以上，およ

狂乱物価に加え 年オイル

斗状態へ⇒第４次中東戦争⇒

撤退を主張するとともに，原

バーレル ドルから，

得機会・就業機会の差を

備投資の結果としての，内

び 年まで公定歩合引き

ショック〔 年 月６日

年 月 日，アラブ産油

油の一方的値上げと減産を

年１月１日には ドルへ

なくすることで対処， に

需拡大で対処〕⇒財政支出

下げ，の結果， 年

エジプトとシリア軍がイス

国が，イスラエルのパレ

宣言⇒原油価格が 年１

〕⇒不況のなかでのイン

フレ（

年にかけて

ム共和制移

産の中断⇒石

ルへと 倍

大学

への人件費助

＋ ＝ ）

イランのバーレビ王朝が政情

行＝イラン革命⇒ 年に世

油価格引き上げにより，

上昇〕⇒石油輸入の劇的減少

年ベトナム戦争本格化⇒

成開始〔 年代からの大学

へ⇒ 年第２次オイルショ

不安に⇒ 年２月，ホメイ

界石油輸出の ％のシェア

年末のバーレル当たり

⇒ 年代の減量経営と省エ

年大学紛争と授業料値上げ

進学率の上昇と，その８割

ック〔 年末から

ニ師が帰国して，イスラ

を占めたイランの石油生

ドルから 年５月に ド

ネ技術の時代へ。

の開始⇒ 年１月私学

が私学に進学することから

くる，教員

は，インフ

筑波大学法

会「高等教育

費助成も人件

何らかの形で

１人当り学生数増＝マスプロ

レ進行に伴う学費値上げと，

強行成立⇒ 年１月，国公

の計画的整備について」最終

費補助から質的充実へ助成基

民主的改革の必要に迫られた

教育緩和策＝学園紛争への対

それへの学生，院生の反対斗

立大，初の共通１次入試⇒

答申〔量的抑制「質的充実

準が移行開始。 年代の

点〔先進国共通の現象〕。

応策の１つ〕⇒ 年代

争の時代⇒ 年９月，

年 月，大学設置審議

」策の追及〕⇒私学への公

特徴は，大学が紛争を経て，

（ ）



〔 〕経済学へ

るとの古典経済

論等の左翼思想

立命館経済

の影響＝ 年代末より

学派やマルクス経済学の前提

の多様化⇒マルクス経済学に

学（第 巻・第２号）

，公害問題表面化⇒生産力の

の崩壊，加えて，大学紛争と

打撃。 オイルショックによ

増大が人類を幸福にす

グラムシや構造改革理

る，スタグフレーショ

ンにより，不況

打撃。 南北問

の翻訳『大転換

要，および文化

く市場メカニズ

を意識すること

〔 〕社会経済

⇒物価下落，好況⇒物価上昇

題の進展と， 年翻訳の

』の影響のもとでの，１国史

人類学者マリノフスキー，モ

ムの歴史的，地理的限定⇒古

の必要性。

史研究＝産業革命史研究から

の従来の経済学の常識が崩れ

ポランニー『経済の文明史』

的視点からグローバルな人類

ースの影響による，互酬，分

典経済学派以来の近代社会対

独占形成，ファシズム，社会

，とくに近代経済学に

〔 年出版〕やその後

史的視点への移行の必

配，交換の分類に基づ

象の経済学のもつ限界

主義の成立等へ問題が

拡散し，多様化

年よ

世界史的には

ーク

移行傾向への２

〔 〕世界

派経済学と，フ

へ。

り現在まで

， 年のソ連崩壊によ

爆破による，国連

つの画期を含む。

新自由主義への移行〔総需要

リードマンの自由放任マネタ

る冷戦構造の解体と 年

中心の国際協調時代からアメ

管理型のケインズ経済学から

リズム理論とが認識手段とし

９月 日の，ニューヨ

リカ一国支配体制への

供給重視型の新古典学

て有効性をもつ政治経

済体制への移行

成長のため，「

＝レーガノミッ

字と貿易赤字〕

ン再選へ，しか

による歳入減お

とドル高，輸出

，および，その結果としての

小さな政府」による民間活力

クス〔政府支出削減，減税，

からの脱却が目的⇒ 年

し，財政赤字は増大〔国債利

よび国防と社会保障の聖域

不振，日本製品流入〕⇒

企業の自由と責任の重視へ＝

喚起〕＝ 年１月 日レ

規制緩和，通貨供給量抑制

景気改善〔住宅，設備投資，

払い増と 年半ばからの景

化による歳出削減の失敗〕，貿

年プラザ合意〔 年２月

供給力強化による安定

ーガン大統領就任演説

〕＝双子の赤字〔財政赤

自動車主導〕⇒レーガ

気後退，インフレ収束

易赤字も増大〔高金利

日ニューヨークのプ

ラザホテルでの

していない，

２月 日ルーブ

プラザ合意後

ドル安進行で円

銭となる。し

ャーが 歳でイ

において合意＝ 各国経

対ドルレートの上昇が好ま

ル合意〔 黒字国の内需拡大

の為替レートの変化は好まし

は 年の１ドル＝ 円か

かし，アメリカの貿易赤字は

ギリスの首相に就任⇒

済協力にもかかわらず，為替

しい， そのために密接に協

， 赤字国の国内不均衡是正

い状態にある， 現在の為替

ら 年には 円台へ，

解消しない〕。 サッチャリ

年に小さな政府を唱え，よど

レートに正しく反映を

力すること〕⇒ 年

と対外赤字縮少努力，

レートの維持。因みに，

年８月 日には 円

ズム＝ 年にサッチ

んだ労使関係にメスを

入れる。

り，行革による

た国有地売却。

ックバンの本格

首相が，ロンド

正で本格化〕⇒

年 月中曽根内閣＝ 年

小さな政府を目標に掲げる

情報技術革新〔 革命の

化＝カネの流れのグローバル

ン証券市場の規制緩和で使用

カネの内外一体化と金融商品

の土光第２臨調の「増税なき

⇒ 年に電々公社を，

進行＝情報化，国際化，グロ

化〔ビッグバンという言葉は

して普及，日本では 年４

，株式，債券，カネの取引と

財政再建」の提言によ

年に国鉄を民有化，ま

ーバル化の進展〕。 ビ

， 年にサッチャー

月外国為替管理法の改

デリバティブ開発に伴

（ ）



うリスク回

＝ 年

年の「

第２次大戦後の世界情勢の変化

避からヘッジファンドが発生

月９日にベルリンの壁の崩壊

水晶の夜 」に当

と日本における社会経済史学の変遷

＝アジア経済危機の一原因〔

〔因みに， 月８日深夜から

たる〕⇒東欧革命と

（川本）

後述〕。 冷戦構造の解体

翌９日早朝にかけては，

年８月のソ連崩壊〔

（

ウクライナ，

ャンの３か国

タンの中央

経済の好調

統領の父親

統領へ，就

）＝

ベラルーシ，モルドバ４か国

，およびトルクメニスタン，

アジア５か国，へ〕⇒アメリ

＝ 年代の日本の「空白の

〕と，イラクのクウェート侵

任演説で「変化 」を強

か国加盟へ＝内訳は現在では

とアジア志向のグルジア，

カザフスタン，ウズベキス

カへの一極集中傾向〔 への

年」との好対照⇒ 年８

入による湾岸戦争＝ 年に

調， 年再選〕。 民族問

ヨーロッパ志向のロシア，

アルメニア，アゼルバイジ

タン，キルギス，タジキス

シフトと設備投資による

月ブッシュ大統領〔現大

歳代でクリントンが大

題激化＝ 年のオス

ロ合意の事

チ族問題等

ト政権倒壊

ール問題，

月 日ニュ

国主義体制

ン侵攻⇒

破壊兵器が発

実上の破棄となるパレスティ

アフリカ諸国， 年２

と東チモール，アジェ問題，

ロシアとチェチェン等との

ーヨークの

への傾斜⇒ 年テロ撲滅と

年イラク侵攻〔ブッシュ大

見されず，ネオコンの民主主

ナ問題の激化， 年ルワ

月コソボ問題， 年５

年５月のインドとパキ

問題，等々。 年ブッシ

爆破崩壊後，国連中心の

大量破壊兵器の拡散防止をス

統領がイラク侵攻の口実とし

義と市場経済の全世界への

ンダ内戦でのフツ族とツ

月インドネシアのスハル

スタンの核開発とカシミ

ュ大統領就任⇒ 年９

国際協調からアメリカ一

ローガンにアフガニスタ

た，フセイン所有の大量

拡大，実施の信仰に基づく

使命感へと口

量破壊兵器拡

とくにアメリ

ア，インドと

注目の必要⇒

等に注目の必

〔 〕ヨーロ

実を転換し，これを基準とす

散防止の行動は，イスラム圏

カとアラガニスタン，イラク

パキスタン，ロシアでの民族

ハンティントン教授の『文明

要〕。

ッパ＝ への道＝ 年パ

る善悪二元論の発露。また

との宗教戦争的局面と石油

問題のみでなく，パレステ

問題においても，宗教問題

の衝突』の提起とダニエル

リ条約でシューマンプランに

，アメリカのテロ撲滅と大

をめぐる経済的局面を含み，

ィナ，コソボ，インドネシ

の重要性が浮上したことに

・ベル教授のそれへの批判

基づくヨーロッパ石炭・

鉄鋼共同体

クス３か国

マーク，ア

年ブリュ

を決議し，

年にス

年ま

形成⇒ 年ローマ条

の，６か国加盟〕へ⇒ 年

イルランド加盟＝９か国へ〕

ッセルのヨーロッパ理事会に

年発効のヨーロッパ議定書

ペイン，ポルトガルが加盟＝

でに単一通貨導入を決定し

約で 〔フランス，ドイ

関税同盟⇒ 年第一

⇒ 年代停滞⇒ 年ギ

おいて， 年までに単一

〔モノ，ヒト，サービス，

か国へ⇒ 年のマースト

〔実際には 年１月１日に

ツ，イタリア，ベネルッ

次拡大〔イギリス，デン

リシャ加盟＝ か国へ⇒

大規模市場を形成すること

カネの自由移動〕を発表⇒

リヒト理事会において，

導入〕， を と改称

し，経済通

１日に

月１日にユ

憲法草案討

ッコ，スロヴ

億 万人へ

貨同盟の形成に加え，外交，

発足⇒ 年フィンランド，

ーロ発効〔イギリス，デンマ

議へ⇒ 年５月１日にエス

ァキア，ハンガリー，スロベ

。

安全保障，司法面での協力の

スエーデン，オーストリア加

ーク，スエーデンを除き か

トニア，ラトヴィア，エトア

ニア，マルタ，キプロスの

推進を決議⇒ 年 月

盟＝ か国へ⇒ 年１

国で導入〕⇒ 年

ニア，ポーランド，チェ

か国が加盟し， か国４

（ ）



〔 〕アジアの

港〔 年返

これにタイとマ

立命館経済

躍進＝ 新興工業経済群

還〕，シンガポールが高い生

レーシアを加えた 〔ダ

学（第 巻・第２号）

（

産技術と安い労働力でもって

イナミックアジア経済地域〕

）＝韓国，台湾，

家電等を委託生産し，

が製品輸出国へ。 東

南アジア諸国連

レーシア，フィ

ベトナム戦争終

加盟して６か国

⇒ 年ラオ

の総

代以降輸出志向

合 （

リッピン，タイ，シンガポ

了と 年代半ばにかけての

に⇒ 年代半ばから

スとミャンマー加盟，カン

人口は５億人。 年に独

経済へ移行。 中国〔人口

）〔

ールの５か国が親米反共連合

インドシナ諸国の解放により

年代初めの冷戦構造解体後，

ボジアは内乱で加盟を見

立した東ティモールも加盟の

億人〕＝ 年中華人民共和

年にインドネシア，マ

形成⇒ 年代半ばの

， 年にブルネイが

年にベトナム加盟

送り， 年に加盟。

意向をもつ〕が 年

国成立⇒ 年は

国民経済復興期

革〕⇒

農業の共同化〕

壊され，毛沢東

年計画および

済停滞と国防重

技術の「４つの

闘争時代から経

〔 官僚資本没収， 企業，

年に第一次５か年計画〔初

⇒ 年第二次５か年

の「 大問題を論ず」発表

年の第四次５か年計画

視⇒ 年４人組失脚〕⇒

近代化」の か年計画〕⇒

済発展時代への移行宣言⇒

交通機関，産業等国有化，

期工業化と社会主義計画経済

計画〔発展した重工業と，農

，および人口抑制の必要〕⇒

〔４人組と林彪の権力斗争，

年第五次５か年計画

年 月中共第 期３中全

年中共第 期３中全会で

財政の統一， 土地改

へ移行＝重工業優先と

業と軽工業の均衡が破

年第三次５か

および前者の勝利⇒経

〔農，工，国防，科学

会で 小平による階級

社会主義初期段階論⇒

年６月４日

年 月中共

年３月第８回全

「社会主義市場

よび国有企業の

みを決定⇒

を 億に抑

「天安門事件」で趙紫陽が

第 期大会で，ソ連崩壊を

国人民代表大会で正式決定

経済」に変更⇒ 年 月中

株式会社化といった，相互に

年９月 日中共第 期５中総

制し，内陸部の農業問題を重

失脚して江沢民へ⇒

教訓として「社会主義市場経

＝ 年の憲法の「社会主義

共第 期３中全会で金融，財

緊密な関係をもつ，マクロ経

会で 年までの 年間に

視することを決定＝沿岸部成

年第八回五か年計画⇒

済」概念を採用⇒

計画経済」が新憲法で

政，外国為替，税制お

済の諸問題への取り組

８％の成長，人口

長重視の先富後富の

小平路線の変更

唱〕⇒ 年３

⇒ 年３月

産制の保護を

諸国 か国が，

年９月のタ

〕⇒ 年３月朱鎔基内閣

月江沢民から胡錦涛へ⇒

日閉幕の全人代において，

明確化した憲法改正を提起。

）＝

経済協力やエネルギー問題

イのプーケット島での

発足〔国有企業，金融制度，

年 月中共３中全会で「東

「以人為本」の理念に基づき社

アジア太平洋経済協力閣

年に，日本，アメリカ，韓

など，広範なテーマについ

財務相会議では，アメリカ

行政機構の三大改革提

北新興」が中心議題に

会格差の是正と私有財

僚会議 （

国等アジア・環太平洋

て協議するため創設⇒

が中心となり，中国人

民元切り上げ問

とで，貿易自由

道」へを最優先

近代の価値の見

に対する義務の

〔 年７月２

題が討議。しかし，最近の

化等の「経済の道」から，

課題とする方向に移行傾向を

直しが提起＝「キリスト教に

強調，法の支配に対する柔ら

日にタイ中央銀行が変動相場

の傾向は，「アメリカの

テロへの戦いと大量破壊兵器

もつ。以上のアジアの躍進か

対する儒教世界，個人主義に

かい権威主義」⇒しかし，

制への移行を表明し，パーツ

戦略の道」の主導のも

の拡散防止の「外交の

ら 年代初めに西洋

対する集団主義，権利

年にアジア経済危機

の暴落へ⇒インドネシ

（ ）



アのルピア

となり，秋に

懸念⇒ニュー

第２次大戦後の世界情勢の変化

の暴落とマレーシアのリンギ

は香港，中国への波及の懸念

ヨーク市場の堤防で落ち着

と日本における社会経済史学の変遷

，韓国のウォンの下落へと波

⇒円安で日本の金融危機が

く⇒ 年にアセアン＋ 〔日

（川本）

及し，「アジア通貨危機」

アジア経済停滞化に影響の

，中，韓〕の首脳，蔵相，

外相会議発

らの逃避によ

による東京

金融にとり，

〔 〕日本＝

とスタグフレ

頭脳産業へ移

足⇒ 年秋，通貨危機の第

るアジアバブルの崩壊と経済

市場の円安と株安がアジアの

アジア経済の危機からの脱却

年代に，高度成長期の

ーションを経て，軽薄短小の

行＝ 半導体産業で， 年

２波＝原因は， 年夏以

停滞化， 年６月，日

金融・経済危機を拡大〕⇒

が最重要課題となる⇒今日

重厚長大の産業構造から，

産業構造に移行＝省資源，

に，品質面でアメリカと互

来の外国資金のアジアか

本長期信用銀行の経営破綻

年に，世界経済と国際

へ。

年代のオイルショック

省エネ，高付加価値の知識，

角に成長〔 キロビット半

導体〕⇒

〔書

プレーヤ

電算機，コ

クトロニクス

初めはロボ

⇒ 年に組

１．臨海工業

年に，対アメリカ 貿易

き込み読み出しメモリー，通

ー等で， 年に１兆円産業

ピー機，ファクシミリ等の使

の結合で第２電電設立⇒ハー

ット元年＝ 〔数値制御装置

み立てロボットの実用化＝ロ

地帯から臨空工業地帯への移

が入超から出超に転換，同時

称ゴロ〕でアメリカを凌駕。

に成長⇒以上， 年を転機

用⇒ 年ニューメディア元

ドウェアよりソフトウェア

〕技術の発達＝最初は塗装，

ボットの目であるセンサー

行，２．鉄鋼，自動車，家

に質的にも キロビット

光ファイバー部門で，

に 開始＝ワープロ，

年＝光ファイバーとエレ

が重要となる。 年代

溶接ロボット等単純作業

技術の発達。以上の結果，

電の輸出御３家から鉄鋼が

脱落し，ハイ

ロボット，

ファクシミリ

合意に則とり

の開発で克服

「金あまり」

テク製品〔 チップ＝半導

工作機等〕が輸出の主役と

になる。

年のバブル経済へ＝ 年の

，内需拡大と金融自由化⇒円

⇒ 年よりバブルへ＝金

現象へ⇒企業は財テクで株式

体素子， ， ，事務

なり， 年代の輸出御３家

プラザ合意⇒円高不況と

高不況は，原料安と製品高

融緩和により公定歩合 ％を

へ，銀行は不動産投機へ⇒地

用機器，コンピューター，

は半導体，ビデオカメラ，

年前川レポート＝プラザ

での相殺と，日本独自商品

好景気になっても維持⇒

価と株価の急騰＝資産イ

ンフレ⇒日本

年９月，日

クリントンの

以上。

通機関，とく

ならびに高速

とが，ソ連崩

は資産大国へ＝

米構造会議〔アメリカ資本の

日米包括経済協議〔日本の経

年代の新しい現象＝ 情報の

に大型旅客機とエアラインの

鉄道網建設等によるヒトの

壊＝冷戦構造解体の一要因と

⇒アメリカのジャ

日本市場への参入の衝害と規

常収支黒字削減の数値目標

，時間的に瞬時の，空間的

増加および各国の道路等イ

移動のグローバル化， 革

なる〔中央指令的計画経済

パンバッシングへ⇒

制の廃止要求〕⇒ 年

設定要求〕。

にグローバルな伝達， 交

ンフラ整備と自動車の増加

命に対応できなかったこ

に基づく競争排除の経済的

平等の追及

月，ソ連崩壊

年以

の崩壊とデフ

資産デフレへ

の増大，と

と，支配層による情報の秘匿

の重要要因へ〕。

降の「空白の 年」と 重

レの時代へ＝ 年大蔵省の

＝バブル崩壊へ〔企業の保有

くに貸付担保の地価下落⇒

と操作⇒新しい経済発展への

視と設備投資によるアメリカ

「不動産融資総量規制」と

株価の下落と，銀行の不良

年細川内閣成立〔 年体制

致命的な遅れ⇒ 年８

の繁栄の時代へ＝バブル

「公定歩合の引き上げ」⇒

債権＝破綻債務と延滞債務，

＝自民党一党独裁の一時

（ ）



的終り〕⇒

年１月１日

ービスの移動の

立命館経済

年，住専破綻⇒住専へ

（

グローバル化〔 年９月の

学（第 巻・第２号）

の貸出先である農林業金融

）成立＝ か国参加で，

の全加盟国による８

機関と銀行への打撃⇒

モノ，知的所有権，サ

回目の最終の多角的貿

易交渉＝ウルグ

機関 の設

化交渉をすすめ

橋本内閣〔６大

挫折。 年４

小渕内閣＝景気

長なし」のスロ

アイラウンドが開催され，日

立が合意＝ ではモノ

るとともに，２国間の紛争

改革を掲げ，そのなかで財政

月からの外国為替法により

回復のための積極財政政策に

ーガンで年金改革，道路公団

本のコメの自由化等が問題と

だけでなく，サービスや知的

を処理する「貿易裁判所」の

健全化を唱えるも，景気回復

，カネのグローバル化＝金融

転換⇒森内閣⇒ 年小泉

と郵政の民営化，地方分権を

なると同時に世界貿易

財産も対象とし，自由

役割も担う〕⇒ 年

のための大規模支出で

ビッグバン〕⇒ 年

内閣＝「改革なくして成

打ち出す＝国民は政官

業の癒着の解体

衆議院選挙にお

支援の自衛隊派

傾向，改革に抵

議長の支持によ

骨抜きの傾向へ

以上。 年

ーネットの多角

と地方自治の拡充＝中央集

いて公明党の援助で自民党

遣問題が具体化し，これに北

抗すれば「自民党をぶっこわ

って，自民党総裁に再選さ

と後退。

代以降の新しい現象＝ 情報

的発展〔＝ 年代にアメリ

権体制の弱化を期待⇒ 年

勝利⇒ 年末より 年初

朝鮮拉致問題が加わり，改革

す」から，森派会長森前首相

れて後，「党内融和」と「挙党

の国際化，グローバル化の一

カで軍事技術として開発⇒

小泉自民党総裁再選と

めにかけてイラク人道

構想の実現が後景化の

と橋本派の青木参議院

体制」に転じ，改革が

層の発展。＝ インタ

年代半ばより全世界

に普及開始，契

年 月のアメリ

の出現〕，電子

声をインターネ

る〕とデーター

ターネットで流

不可欠である，

機となったのは，クリントン

カ中間選挙と並行して大統領

メール，ワールド・ワイド・

ットを通じて流す技術で，

の圧縮技術〔現在の通信事情

すことを可能にする〕の発達

安全な代金決済を可能にする

大統領の不倫問題が瞬時に世

弾劾手つづきに発展したこと

ウェーブ の閲覧，ス

映画やテレビ，ラジオのよう

のもとでの大量のデーターを

，暗号技術の進展〔インター

〕，日本のインターネット継

界中に報道され，

＝新しい政治社会現象

トーム技術〔画像や音

な情報流通を可能にす

含む画像や音声をイン

ネットを通じた商業に

続会社＝プロバイダー

の数は， 年

て法人向けの商

時間放送。

話〔国際電話収

は 年にポケ

達し，固定電話

電話〕⇒携帯電

８月末現在 を越え，２

業接続サービス開始〕。

年 月よりアメリカのイ

入減少の理由から，携帯電話

ベル普及⇒ 年には携帯

設置数が減少し， 年に携

話の多角化へ。 情報の国際

年前の３倍近く，３年前の約

年７月１日よりの通信衛星

リジウム社でサービス開始予

持ち込み禁止をする国が，

電話と簡易型携帯電話 の

帯電話が を凌駕開始〔

化，グローバル化とともにモ

倍に〔 年に初め

放送 でのアニメの

定であった衛星携帯電

途上国に多い〕，日本で

加入数が３人に１人に

ポケベル⇒ ⇒携帯

ノ，ヒト，カネ，サー

ビス，知的所有

日本のばあい，

生産力の増大と

年変動相場

ビッグバンによ

ネーゲームへ＝

権等のグローバル化進展。

資産デフレと，本来のデフレ

，アジア諸国よりの安価な

制移行後の各国における通

るカネの国際移動の容易化の

カジノ資本主義への移行。但

経済の重点が先進国において

〔バブル崩壊による消費需要

モノの流入での供給過剰〕の

貨供給過剰による世界的「カ

なかで，モノへの欲望が充足

し，アメリカのばあい，個人

，モノからカネに移動。

の落ち込みと，モノの

進行＝「モノあまり」と

ネあまり」，および金融

され，経済の関心がマ

資産の平均 ％が株式

（ ）



であるのに

兆円に達して

式は企業間の

第２次大戦後の世界情勢の変化

対し，日本では，殆どが貯蓄

いるのに対し，貯蓄額は

持ち合いの比率が高く，株価

と日本における社会経済史学の変遷

と国債へいき〔 年現在，

兆円あり，そのうち 歳以

の下落は企業を直撃しても

（川本）

国と地方の累積赤字が

上で過半数を占める〕，株

，大衆生活には直接関係は

ない⇒日本の

大学の動向

を迎えるに当

し，一般教育

科，連合大学

大学を東大

学は新入生

株式会社における株主総会や

。 年に， 年をピーク

り，大学設置基準の大綱化

と専門教育の必修枠を撤廃し

院，連携大学院，夜間大学院

を皮切りに設置開始⇒大学ビ

の３割に」の通達〔現在は文

株主の無力と関連。

に， 年から始まる 歳

〔 年設置の大学審の答申

，また大学院を改革するた

，昼夜開講制大学院や通信

ッグバンの時代へ⇒ 年５

科省が「５割」を通達〕＝ 歳

人口の長期低落という転機

を具体化〕を文部省が決定

め，独立大学院，独立研究

大学院を認め，大学院重点

月，文部省の「推せん入

人口減少に対する大学救

済措置⇒

選択の見直し

⇒ 年６

再編，統合，

の，世界最高

フェッショ

（

健全な研究，

年４月に，大学評価・学位

，シラバス，セメスター制

月遠山プラン＝小泉構造改革

年より国立大学の独立法

水準の大学づくりによる人材

ナルスクールの拡充，国，

）を 年より実施等

教育の自由競争が発展するの

授与機構を設立して，国立大

， （ ），

における財政支出削減の外圧

人化，民間経営手法導入等

創造のため，ロースクール

公，私立大学の，「トップ

。以上，今後の問題として，

か，逆に，国立大学の独立

学の評価を行い，必修，

（ ）導入

が契機となり，国立大学

，同時に国，公，私立大学

やビジネススクール等プロ

」の具体化として，

規制緩和により大学間の

法人化により，弱小地方国

立大学が文化

をもつ文化省

大きな権限と

経済学の動

したがって，

問題になるほ

からカネに移

省への依存を強化していく

の顔色うかがいを大学側がす

財源を握る文科省の大学支配

向 経済学は，本来人間が生

モノの生産力が中心位置を占

ど，モノの生産力が増大し，

行し，アメリカのエコノミッ

のではないか，また に採

るようになるのではないか

が強化されるのか，に注目

きていくために必要とする

めてきたのに対し，先進国

モノが供給過剰になること

クス，すなわち新古典学派

用されるために，選考権

，等を通じて，依然として

する必要がある。

モノに関する学問であり，

では，資源と環境の保護が

により，人々の関心がモノ

の価格と数量中心の経済学

が脚光を浴び

得が増大すれ

電気供給業。

通信等を含め

構造の推移に

は第２表を

なく，サービ

ている＝カネ中心の社会は，

ば，第１次産業〔農林，水産

但し鉱業を第１次産業に含め

てサービス業〕へと，労働力

ついては第１表を， 年代

参照せよ〕＝第２次産業のモノ

スの提供に対するカネの支払

コーリン・クラークの，経

業中心〕から第２次産業〔

ることがある〕へ，さらに

の比重が移動する，との傾

の先進国における産業別就

の生産から，第３次産業の，

いを通じて，重点が，モノ

済発展に伴い，一人当り所

鉱工業，建築土木業，ガス，

第３次産業〔商業，運輸，

向法則に合致〔日本の産業

業構造の国際比較について

モノの供給に対してでは

が消えることにより，カネ

に移行〔明治

露の戦争の間

代に重化学工

みに，第２次

輸業等を含む

済制度が生み

以降の日本における産業構造

， 年に軽工業中心

業中心の第２次産業を経て，

産業の大規模生産工場への労

サービス業への労働者の分散

出す貧富の差を解消して，経

の推移は，明治初頭の第１

の第２次産業に重点が移行

年代に第３次産業へと

働者の集中から，第３次産

が，階級意識と階級闘争の

済的に平等な社会主義経済

次産業中心から，日清と日

し，さらに，戦後， 年

重点が決定的に移行〕⇒因

業の多種，多様な商業，運

消滅を結果〔⇒資本主義経

制度を打ち立てるにはどう

（ ）



立命館経済

第１表 日本における産業構

年

第１次産業

学（第 巻・第２号）

造の推移（名目 に占める比

年 年 年

率）

年

第２次産業

製 造 業

第３次産業

第２表 産業

第１

日 本（ 年）
ア メ リ カ（ 年）

別就業構造の国際比較

次産業 第２次産業 第３次産業

したらよいか，

のイギリス経済

づけ，各国資本

破産（因みに，

との関心に基づいて，経済制

の動向のなかから，階級闘争

主義体制揚棄のための認識手

マルクスの主著『資本論』の構成

イ ギ リ ス（ 年）
ド イ ツ（ 年）
フ ラ ン ス（ 年）

度変革の原動力を階級闘争に

を必然化すると思われる経済

段を提示したマルクス経済学

＝商品⇒貨幣⇒貨幣の資本への

求め，産業革命終了時

要素を抽出して，秩序

の現代的意味の喪失と

転化⇒剰余価値生産⇒資本

制蓄積の一般法則

を解消し，経済

とり多くの不都

にも多くの欠陥

そ人間社会にお

政治的民主主義

会の弊害を生む

……諸階級）。これに，さらに

的平等社会を実現したとする

合を生み，政治的民主主義と

をもつことが明らかになった

いて，すべての人間にとり，

と市場経済原理に基づく社会

多くの要素が含まれていると

， 年にソ連が崩壊したこ

社会主義社会が，それを実現

市場経済原理に基づく社会に

ことが加わる。ここで相対的

あらゆる面から好都合な理想

においても，本稿のむすびで

しても，社会主義社会に対し

とが示すように，失業

するために人間生活に

対して，相対的に余り

にといったのは，およ

的な社会は存在し得ず，

触れるように，近代社

て相対的に優位にある

ことが明らかに

り重要性をもつ

カネの流れを中

をも自覚する必

の配置とその質

その量と関係す

題となることの

なった，という意味において

新古典学派経済学のもつ問題

心に，すべてを数量に還元し

要。例えば，コーポレート・

〔熟練，不熟練等〕，業務機

る株価，金利，為替レート，

限界， 新古典学派に限らず

である〕。アメリカが世界経

点＝ 先進国の経済事情を理

て経済現象を捉えることの有

ガバナンスの具体的なあり方

器の配置等の質的問題が背後

物価，企業利益等々の経済の

，総じて経済学は，特定の関

済の中心に位置する限

解しようとするさい，

効性と同時にその限界

や企業における労働力

に退き，カネの流れと，

量的側面が主として問

心に基づいて，特定の

現実の経済問題

れ自体としては

けの有効性をも

をもつように改

示すものと考え

識手段，仮説に

を理解するための認識手段に

価値をもたず，特定の関心に

ち得るかにより価値が決まる

める必要が生じ，したがって

ることは誤りであり，特定の

すぎない。

すぎない。したがって，経済

基づく特定の現実の経済問題

。有効性がなければ経済学な

仮説としての性格をもつ。経

関心に基づく特定の経済の側

学ないし経済理論はそ

の理解に対してどれだ

いし経済理論を有効性

済理論が経済の現実を

面を理解するための認

（ ）



新古典学派

が相対的に分

た地域や国に

第２次大戦後の世界情勢の変化

経済学は，社会的分業が進展

離し，学問分野においても，

おいて，社会の経済的側面を

と日本における社会経済史学の変遷

して，相互に緊密に絡み合

経済分野が相対的に自律的

，他の政治，社会，文化，

（川本）

っている人間社会の諸側面

に観察され得る段階に達し

自然の諸側面から切り離し，

可能な限り純

関の変動を計

したがって，

段とはなり得

例えば，ア

済，社会，文

ぐって，シー

粋に抽出して，経済を構成す

量しつつ，特定の経済問題の

社会の諸側面が相対的に分離

ないという限界をもつ。

ラブ世界におけるイラクの経

化，自然のあり方が，すべて

ア派とか，スンニ派とか等々

る諸要素，需要，供給，物

将来予測をするための認識

して観察し得ない時代と地

済事情を理解しようとする

コーランへの信仰から発し

の宗派間の対立抗争に加え

価，利子等々の間の数的連

手段として成立してきた。

域の経済問題を理解する手

ばあい，ここでは政治，経

，しかもコーラン解釈をめ

て部族間抗争も絶えない状

況にある時，

り方が宗教理

済の動きをみ

して，物価と

済システム，

想と行動のあ

グローバル化

学を有効な認

アラブ世界の経済問題の理解

念や部族間の対立抗争と不可

るばあい，経済分野を他の社

か金利とか等々の経済概念を

経済制度等の具体的な運営の

り方〔＝エートス〕の相違に

が進行する，現代世界に生き

識手段として使用し得る経済

の手段として新古典派経済

分の関係にあることに注意

会の諸側面から切断し，経

駆使して考察することの有

あり方や機能の仕方は，そ

より異なってくる点にも注

る者としては，研究成果が

の特定の問題を取り上げて

学は役に立たず，経済のあ

する必要⇒総じて現実の経

済利益追及を自明の前提と

効性とその限界，また，経

の国または地域の人々の思

意が必要⇒情報化，国際化，

，自己が関心をもち，経済

作成されるばあいにおいて

も，他方で常

専門分野を絶

また，国や地

分の研究のも

〔 〕 年

プロト工

アメリカの

に，「経済的，余りにも経済

えず政治，社会，文化，自然

域の相違を結果した歴史事情

つ意義と限界を考える必要。

以降の社会経済史研究＝多様

業化論＝産業革命の前提と

メンデス〔 年急 〕に

的」に狭い専門分野にのみ閉

の他の全学問分野と関連さ

を視野に入れた，歴史的国

化へ。

なった農村工業に着目し，「工

より定式化＝「プロト工業化，

じ込もるのではなしに，

せて，広い視野のなかで，

際比較の視点のなかで，自

業化の第１段階」として

工業化過程の第１局面」

年＝ 世

需要とともに

結婚年齢低

域形成。以上

な点。斎藤修

また石坂昭雄

アナール

紀フランドル地区の実証的研

，域外や外国市場への販売，

下と出産率増加を通じて，人

，「地域」，外国貿易，人口史

『プロト工業化の時代』

氏等々の業績を参照せよ。

派の社会史＝フェーブルやル

究を基礎に， 農村家内工

新しい雇用機会の創出，

口が増大， 農村工業地帯

を提起。問題は産業革命へ

年， メンデルス他『西洋

フェーブル等による，従来

業の広範な展開， 地域内

および慢性的な過少雇用，

に隣接して，商業的農業地

の移行のメカニズムが不明

近代と農村工業』 年，

の歴史学の主流であった政

治史や偉人史

習慣，習俗等

氏の批判「身

また，ブロ

関係で把握す

動＝地理的，

を批判して，一般庶民の物質

の歴史〔性，匂い，茶，レジ

辺雑事をいくら積み重ねても

ーデル『地中海』 年，の

る， 短期波動＝事件史，

自然的環境。以上，従来，政

的利害や社会的背景に注目

ャー，広告，犯罪等の歴史

，天下国家に至らない」点

影響が日本に波及＝歴史を

中期波動＝物価，賃金の動

治史のみが問題とされる傾

。人口史，家族史，心性史，

〕を提起。問題は吉岡昭彦

。

３つの波動の長さと，相互

きと人口の増減， 長期波

向があったのに対し，歴史

（ ）



の全体像を示そ

理解の試みとし

従属論＝

立命館経済

うとした点で注目に値する。

て，梅棹忠夫『文明の生態史

年以降の南北問題の顕在化

学（第 巻・第２号）

なお，視点は異なるが，自然

観』 年，をも参照せよ。

により， 年代末に，フラ

環境の重視による歴史

ンクは，世界的規模に

おける資本主義

起し，アミンは

ウォーラス

⇒このシステム

半辺境，辺境の

半辺境＝地中海

ロシアとアジア

の発展の結果，北〔中枢〕の

南〔衛星〕の社会構成の性格

ティンの世界システム論＝近

の成立は， 世紀以降の，極

三層の階層序列を設定し，第

地域〔分益小作制〕，辺境＝

はなおシステムの外とする⇒

発展が南〔衛星〕の従属を生

を分析してこれを補完。

代の世界史を一つのシステム

大利潤の実現のための市場向

１期は 年で中核＝

東欧〔再版農奴制〕と新世界

中核の発展が，辺境の従属を

み出したとの見解を提

の変動過程として考察

け生産に起因⇒中核，

西欧〔自由な賃労働〕，

〔奴隷制〕で構成され，

招来するとともに，東

欧の食糧と新大

ン『近代世界シ

年，『近代

太氏等に影響，

れを補 。

これ以外でも

国家史，国際通

公害史，医療と

陸の地金供給が，中核を発展

ステム と 』 年，第２

世界システム 』

問題としては中核の内的発展

，情報化，国際化，グローバ

貨制度，戦時と戦後の連続面

人口動態史，家族史，歴史人

させる⇒以上，第１期につい

期以降については『近代世界

年を参照せよ⇒日本の学界

の考察の欠如が挙げられるが

ル化の進展とともに，鉄道史

を考察するさいに重要な意義

口学，民衆文化史等々へと，

ては，ウォーラスティ

システム 』

では，角山栄，川勝平

，プロト工業化論がこ

，情報の経済史，福祉

をもつ戦時動員体制史，

研究が多彩な分野へ拡

散して展開する

出現⇒以上，総

究対象が細分化

く傾向をもって

完全に背景に退

た分析視角とし

今後の社会経

傾向。また，外国の史料の探

じて最近の研究動向の特徴は

，断片化していく傾向が強く

いるように思える。因みにド

き，政治的コミュニケーショ

ては，ジェンダーや環境とい

済史学の研究動向を知るた

索，収集が容易となり，多様

，実証水準において飛躍的な

，総体的な政治経済的動向と

イツの歴史学界や大学の講座

ンや儀礼の分析と解釈等に研

った視角が定着する傾向をも

めには，毎年５月に，最近１

で高水準の実証研究が

向上を示しながら，研

の関連が稀薄化してい

においても，国制史は

究の重心が移動し，ま

つ。

年間の歴史学の動向の

「回顧と展望」

「歴史学研究」，

を知るのには，

研究動向を知る

以上が，「第

を特集する「史学雑誌」が便

「経営史学」等の専門雑誌に

社会経済史学会が 年毎に発

ためには，

（イギリス）， （フ

（ドイツ）等々に目を通す

二次大戦後の世界情勢の変化

利であり，その他，「社会経済

目を通すことが必要。また，

行する課題と展望号が便利。

（アメリカ

ランス），

必要。

と日本における社会経済史学

史学」，「歴史と経済」，

過去 年間の研究動向

さらに，外国における

），

の変遷」についての私

の個人メモであ

の附属メモをつ

る。以下では，このメモと密

け加えておきたい。

接に関連し，メモの理解を助けると思われる，３つ

〔 年２月 日〕

（ ）


